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論文内容の要旨
本論文は著者が主として大阪大学大学院在学中に行なった， レーザーによるプラズて診断法，
微粒子の検出，ならびに微少散乱光検出法等の開発に関する研究成果の大略をまとめたものであ
る。
第 1 章は緒論であって， レーザーによるプラズマ診断法の必要性とその性質， レーザーの宇宙
観測への応用の意義を述べ，本研究の工学的位置づけを行なっている。
第 2 章ではトムソン散乱， レーリ一散乱， ミー散乱，共鳴散乱，ラマン散乱，プリ Jレアン散乱
の機構を述べ，第 3 ，第 4 ，第 5 章での実験への理論的基礎を与えると共に，散乱計測への応用
に関する問題点を明らかにしている。
第 3 章は，本論文の中心であり，プラズマによる散乱光のスペクトノレ分布に対する理論を支え，
実験に際して配慮すべき問題点を明らかにし，衡撃波プラズマを対象としたノレビーレーザー光散
乱によるプラズマ診断法の開発結果と，衝撃波フロントでの緩和現象およびレーザープラズマの
特性の測定に応用した結果について述べている。
第 4 章ではレーザーによるプラズマ診断法の低密度領域への拡張として，炭酸ガスレーザーに
よる干渉散乱法の特質を述べ， TP-D定常プラズマヘ応用した結果を与えている。
第 5 章では宇宙空間観測へのレーザー応用の基礎研究として，宇宙塵測定のためのロケット塔
載用半導体レーザーレーダーの開発について述べ，さらに多重同時光電子計数法を応用した微少
光検出法，および色素レーザー光の共鳴散乱を利用した超高層大気成分観測法に関する検討結果
を与えている。
第 6 章は結論であって，以上 5 章にわたって述べてきた研究成果を総括し，得られた結果を明
らかにしている。
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論文の審査結果の要旨
本論文は高輝度で単色性のすぐれたレーザーを用い，従来容易に観測出来なかった種々の光散
乱計測を実現し，いわゆるアクティヴスペクトロスコピーの手法を完成し，プラズマ診断や超高
層大気中の微量成分の検出への応用を開拓した。
これら一連の研究によりレーザー光を用いた散乱計測の重要な部分が確立された。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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